
 

 

 

 

富津市立保育所自己評価書 
 

（ 中央保育所 ） 

 

 

 

 

   A → 大変よい 

   B → よい 

   C → 一部検討を要す 

   D → 改善を要す 

 

 

評価期間 令和７年４月～令和８年２月 

令和８年３月 

  



項目 内         容 
評価 

評価の根拠・改善策等 
A.B.C.D 

生
命
の
保
持
・
健
康 

家庭との連携を密にし、嘱託医との連携を図りなが

ら、子どもの疾病や事故防止に関する認識を深め、

保健的で安全な保育環境の維持及び向上に努めてい

る。 

 A 

 嘱託医と連絡を取り合

ったり、家庭にも感染症情

報を迅速に知らせたりし、

早期疾病予防に努めた。

個々の生活に配慮する中

で、運動・食事量・睡眠等、

安定した生活リズムを築

くことができ、子どもが快

適に過ごせている。 

愛情豊かな受容の下で、安定感を持って生活し、食

事や午睡、遊びと休息など、快適な生活のリズムが

形成されている。 

 A 

様々な活動に親しみ、楽しんで取り組めている。  A 

人
間
関
係 

子どもたちが保育士等に思いや行動を受け止めても

らい、応答的な関わりの中で、安定感をもって過ご

せている。                                         

 A 

 地域との交流の機会を

多く持ち、様々な経験をす

る中で、人に興味を持ち、

また活動に取り入れるこ

とで、関心を深めることが

できた。保育者が応答的な

関りをし、子どもが発達年

齢なりに言葉で表現でき

るようになってきた。個人

差もあり、自分の気持ちが

強く、相手を受け止められ

ないことがあるため、今

後、経験の積み重ねが必要

である。 

生活や遊びの中で、身近な人への関心をもち、真似

をしたり、ごっこ遊びを楽しめるようにしている。 
 A 

自分の思ったことを相手に伝え、相手の思っている

ことに気付くよう促している。 
 A 

生活や遊びの中で決まりの大切さに気付き、守ろう

とする意識が育つよう援助している。 
 B 

環
境 

安全で活動しやすい環境の下で探索活動を通して五

感の働きを豊かにする機会を作っている。                                     
 B 

 積極的に散歩に出掛け

るほか、畑やクッキング、



生活や遊びの経験を重ねながら、形、色、大きさ、

量、音などの物の性質に気付くよう働きかけている。 
 A 

製作などの活動をする中

で、五感を働かせ様々な気

づきや感動体験をするこ

とができた。遊びや生活の

中で文字や形などに興味

を持ち、活用している。 

自然に触れて遊ぶ中で、その大きさ、美しさ、不思

議さなどに気付く機会を作っている。 
 A 

日常生活の中で、数量や図形、標識や文字などに関

心をもつよう心がけている。 
 A 

言
葉 

保育士等の応答的な関わりや話しかけにより、自分

の要求や気持ちを伝えられるよう配慮している。                               
 A 

 お話し会や日々の保育

での絵本の読み聞かせ、言

葉遊びやカルタなど、言葉

に親しむことができてい

る。子どもの気持ちを受け

止め、代弁したりする中

で、子どもが気持ちを伝え

られるようになったり、生

活に必要な言葉を使える

ようになった。自分の思い

が強く、聞くのが苦手な子

もいる。 

絵本や紙芝居を楽しみ、簡単な言葉を繰り返したり、

模倣したりして言葉の感覚が豊かになるよう働きか

けている。                          

 A 

保育士等や友達の言葉や話に興味や関心をもち、親

しみをもって聞いたり、話したりできるように配慮

している。 

 B 

生活の中で必要な言葉の意味や使い方を知ることが

できるよう心がけている。 
 A 

表
現 

水、砂、土、紙、粘土など様々な素材に触れ諸感覚

を使い楽しむ機会を作っている。 
 A 

 水、泥、砂、氷、粘土や、

色々な素材、自然物などに

触れ、十分に遊ぶことがで

きた。リズムを年間通して

行い、ダンス・体操なども、

子どもが自ら楽しんでい

る。また、子ども達が感じ

た事、経験した事を堂々と

発表会で表現することが

できた。 

音楽に合わせて体を動かすことの楽しさを味わう機

会を作っている。 
 A 

生活の中で様々な音、形、色、手触り、動きなどに

気付いたり、感じたりするなどして楽しむよう働き

かけている。 

 A 

生活の中で、保育士等や友達と感動を共有すること

や伝え合う楽しさを味わえるよう心がけている。 
 A 



保
護
者
へ
の
支
援 

一人ひとりの保護者と、日常的な情報交換に加

え､個別面談などの機会を作っている 
 A 

 全家庭に個人面談を行

うほか、日々の様子をキッ

ズダイアリーやドキュメ

ンテーションで伝えたり

している。保護者の相談や

意見に対し、迅速に対応し

ている。 

家庭状況や保護者との情報交換の内容が必要に

応じて記録されている。 
 A 

保護者が相談や意見を述べやすい環境を整備

し、迅速に対応している。 
 A 

行
事 

行事のねらいを計画や実施に十分生かしてい

る。 
 B 

 行事のねらいは、全体及

び個々の成長を中心に考

えている。保護者の思いや

意見は、園全体や子どもの

発達安全を大切に考慮し

対応した。昨年度の反省を

もとに実施し、随時検討、

改善をしている。 

保護者の願いや意見を取り入れている。  A 

計画・実施・評価・改善の体制をとっている  A 

そ
の
他 

乳幼児や保護者に関する個人情報を適正に取り

扱っている。 
 A 

 個人情報の取り扱いは

適正に行っている。園内研

修は実施しているが、勤務

体制が様々であり職員全

体での研修を設けるのが

難しい面がある。掲示板に

てお知らせや保育の様子

を伝え、活用している。 

園内研修を実施している。  B 

掲示板、掲示場所等を適切かつ効果的に活用し

ている。 
 A 

 


